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自治組織「共和の郷・おだ」総会（5 月１２日ご案内）  
 

多数のご出席をお願いします。  

ご都合により欠席の場合は、必

ず委任状の提出をお願いします。  

 

とき  令和元年５月１２日
（日）      １３：３０～  
ところ   小田多目的集会所  

内   容   第１７回定例総会  

議  事   Ｈ３０年度事業報告及び収支決算報告について  

令和元年度事業計画及び収支予算（案）について  

規約の改正（案）について  

自治組織「共和の郷・おだ」会長小早川正治  

河内小学校区親善体育祭（ご案内） 
小学校の統合により最初の運動会となります。 

皆様のご参加・声援をお願いします。  

・各組 2 名～３名の選出をお願いします。  

 

日時  令和元年５月１９日 （日）  

8：45～ 

場所    河内小学校運動場  

駐車場は、JA 流通センター跡地を利用ください。  

 

 

競技内容   プログラムにて、ご案内いたします。 

自治組織「共和の郷・おだ」体育健康部長福元忠彦  
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にこにこ百歳体操 毎週水曜日 

（５月８日/１５日/２２日/２９日ご案内） 
年をとると、体力や筋力が落ちて介護が必要にな

るのは仕方がない」と思っていませんか？  筋肉は、

いくつになっても鍛えることで筋力アップすることがで

きます！  

「百歳体操」で脳もからだも元気に！  

お気軽に参加ください   

とき：令和元年  

５月８日/１５日/２２日／２９日  
 １３：３０～１５：００ 

ところ：小田地域センター  

 

百歳体操愛好会、小田地域センター 

野菜づくり教室（4 月 23 日報告）  

 

今年度最初の教室では、講師に、今回から

JA 広島河内グリーンセンター藤井所長さんを

お招きし、野菜の土づくりから、種まき、追肥の

やり方など丁寧に説明いただきました。  

この野菜づくり教室は、年４回開きます。次は、

６月、８月、１０月を予定しています。  

お気軽にご参加ください。 

 

自治組織「共和の郷・おだ」農村振興部・寄りん菜屋・小田地域センター  

２ 

 

ありがとうございました。  

ご寄付は（自）「共和の郷・おだ」の活動のため、有効に活用させていただきます。  

香 典 返 し 有田繁正  様    

香  典  返し 池田信子  様  

 

（自）「共和の郷・おだ」  会長  小早川正治    福祉ふれあい部  部長  西村智基  

 

教室の様子  



河内小学校入学式（4 月８日報告） 

 

♪ピッカピカの１年生♪ １７名が入学しました。小

田地区からは、有田遥登くん、村上凛空くん

森原颯都くん、森本翔太くん、平賀弥栄さん

の５名です。 

 

 

高橋  修校長は、式辞で皆さんと会える日を楽しみに待っていました。この河内小

学校は、４月に隣の河内西小学校と統合し新たな門出を迎え、新しくスタートする学

校です。 

皆さんに頑張ってほしい、４つのことについ

て話します。 

１つ目は、友達いっぱい。仲良く元気で勉

強したり遊んだりして、たくさんの人とお友達

になりましょう。友達を大好きになってくださ

い。 

 ２つ目は、元気いっぱい。早寝早起き、毎

日しっかり朝ご飯を食べて元気のスイッチをピットいれて学校にきてください。  

３つ目は、明るさいっぱい、返事とあいさつ。明るい声をみんなに届けてください。 

４つ目は、やさしさいっぱい、心と命を大切に。一つしかない命です。大切に育てて

くださった命です。事故に遭わないように自分を大切にしてください。また自分たちと

同じようにお友達を大切にしてください。先生方は、毎朝笑顔で迎えてくださいます。

みんなをいつも見守っています。河内小学校をみんなで笑顔いっぱいの学校にして

いきましょう。と話されました。  

ご入学おめでとうございます。  

小田地域センター 

３ 

新１年生を迎える児童  

新１年生を前に高橋校長式辞  



河内中学校入学式（4 月９日報告） 

 

 

新１年生は３３名（男子１７名、女子１６

名）で小田地区では  

土肥大輝くん、土肥知輝くんが入学されま

した。 

木村通幸校長の式辞で、中学校は、小学校と

異なり９科目の先生が変わります。  

初めて学習する教科もあり、又部活動も盛んです。中学校時代は、将来の

進路について分かれ道になったり、

一生付き合える友達が出来たりする

時でもあり大切な時期です。  

中学校生活で、大切にしてほしい

事を３つ話します。  

１つ目は、自分を創るのは自分自

身である。中学校生活では、自分で

判断して行動しなければならない場

面が増えてきます。そのために適切

に判断して選択する力をつけてくだ

さい。２つ目は、挑戦するということです。  

中学校生活で、失敗することもあります。失敗を恐れず勇気を持って様々

なことに挑戦してください。  

３つ目は、人間関係づくりの練習をたくさんしてほしい。中学生にとって、

友達や先輩との付き合いは、勉強や部活動と並ぶ大きなことです。お互いに

個性をぶっつけあいながら、人との関わり方を学ぶ練習問題を解いてくださ

い。河内中学校での３年間は、皆さん一人ひとりの未来につながる大切な時

間となることを願っています。  

と話されました。  

そして、生徒全員による篠笛でお迎えしました。  

ご入学おめでとうございます。  

小田地域センター  

 

 

４  

新１年生 33 名  



地域おこし協力隊員通信  

私は 1998 年に 1 年半ほど台北に留学していたことがあります。  

大學で北京語を勉強しながら、夜は塾で日本語を教えるアルバイトをしたり、

文化の違う国で新しい体験をし、毎日自由を謳歌していました。20 年前の思

い出もあり私にとって台湾はとても特別なところでした。  

今回はその台湾に写真家として招聘され台湾の花蓮というところで滞在制作

をすることになり、この１ヶ月は 20 年という時間を振り返りながら、再び新

しい台湾を知る時間でした。  

私が過ごした花蓮は台北から２時間くらいの田

舎ですが、都会の台北とは違う時間が流れてい

ました。今回一番印象的だったのは、花蓮には

日本統治時代の文化や建物がたくさん残ってい

ること。そして日本語を話せる老人にたくさん出会ったことでした。朝早く

公園に行くと毎朝カラオケ大会をやっていて、

みんな日本の演歌を歌っていて日本語で話し

かけてくれました。  

この１ヶ月の滞在の間に、地域の人とアルバ

ムを作るワー

クショップをしたり、東華大學で講義をした

り、原住民の住む部落へ行ったり、地域の人

とたくさん交流しました。  

５  



地域創生や文化保守などに意識の高い人にも多くお会いし、普通の日本人旅

行者が行かないようなところにも行きその地

域活動も見てきて、台湾の田舎も今の小田と

同じような問題を抱えていることを知りまし

た。  

いろんな夢が広がり、いつか花蓮と小田の交

流ができたらいいなと思っています。花蓮はいいところ！  

 

台湾は食べ物も美味しかったですが、やはり今一

番食べたいのは、小田のお米と味噌汁！  

 

滞在の間、花蓮

が震源地の大きな地震もあり、大変ご心配

をおかけしました。  
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地元の新聞に紹介されました  



みんなの掲示板  

 

寄りん菜屋からのお知らせ！！  

 

 

日時  ：  令和元年 5 月４日～5 日  

 

5 月 4 日 (土 )：寄りん菜屋「ぜんざいサービス  先着  100 名様」  

 

5 月 5 日 (日 )：寄りん菜屋の交流広場で遊ぼう  

 

→こどもの日を祝って  

10 時  ～  寄りん菜屋広場にて・・こども宝探し  

 

→連休の即売品  かしわ餅・寿司･いなりずし  

 

 

 

 

 

 

寄りん菜屋  ＴＥＬ  ４３８－１０２０  
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第５回セントルマルシェで寄りん菜屋が「最優秀賞」  

４月２１日（ｓｕｎ）にトムミルクファームで開催されたセントルマルシ

ェで「ステキＳＨＯＰコンテスト」が行われ「優秀賞」となりました。  

当日、寄りん菜屋はこうち交流サポート隊・西村智基さんたちの支援を得

て「山菜パエリアやよもぎ餅、小田ジャム」など販売。テーマカラーの「水

色」で統一「手書きのメニューボード、ロゴなどのぬくもり感、什器は自然

素材で統一」など、テント内の装備や接客が評価されたものです。  

尚、このセントルマルシェは秋の開催会場が寄りん菜屋周辺となる予定で

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：受賞した「こうち交流サポート隊」  
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